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平
和
祈
念
の
碑
苑
に
刻
ま
れ
た
碑
歌    

美
し
く
空
に 果

て
た
り
鶉
野
の 雲

夕
焼
け
て 朱

く
た
ゆ
と
う   

西
宮
空 
赤
刎
正
夫   

詠
者 

西
宮
海
軍
航
空
隊
姫
路
派
遣
隊 

第
十
四
期
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生 

神
戸
市 

赤
刎
正
夫 

詠
者
所
感 

平
成
十
一
年
十
月
一
日 

 

日
本
海
軍
軍
人
の
何
と
清
い
こ
と
か
、
そ
の
精

神
の
何
と
美
し
い
事
か
父
母
姉
妹
た
ち
の
住
む

祖
国
日
本
を
護
ら
む
と
、
あ
た
ら
若
い
生
命
を
投

げ
捨
て
、
こ
こ
姫
路
海
軍
航
空
隊
鶉
野
飛
行
場
よ

り
、
神
風
特
別
攻
撃
隊
『
白
鷺
隊
』
と
し
て
出
撃

全
機
敵
艦
に
体
当
た
り
、
ひ
と
り
残
ら
ず
沖
縄
の

海
に
散
華
し
た
の
で
す
。
愛
す
る
者
た
ち
の
為
死

ぬ
。  

人
間
と
し
て
こ
れ
以
上
悲
し
く
も
美
し
い
死

が
有
り
得
よ
う
か
、
彼
ら
を
見
送
っ
た
海
軍
軍
人

も
、
そ
し
て
地
元
鶉
野
の
人
々
も
其
の
功
を
偲
び

感
涙
に
咽
ん
だ
の
で
す
。 

 

そ
し
て
今
日
も
鶉
野
の
里
に
佇
ち
振
り
返
れ

ば
西
天
に
、
彼
の
碑
と
同
じ
夕
日
が
朱
の
色
赤
く

正
に
沈
ま
ん
と
し
て
、
夕
雲
は
赤
く
た
ゆ
た
っ
て

い
る
の
で
す
。 

彼
の
日
の
特
攻
兵
の
血
と
魂
の
色
を
し
て
。 
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は
じ
め
に 

  

神
風
特
別
攻
撃
隊
、
そ
の
名
は
勇
ま
し
く
華
々
し
い
が
、

こ
れ
ほ
ど
悲
し
く
悼
し
く
、
涙
な
く
し
て
呼
べ
な
い
名
は
、

他
に
な
く
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

こ
こ
鶉
野
の
地
に
在
っ
た
姫
路
海
軍
航
空
隊
で
も
白
鷺
特

別
攻
撃
隊
（
姫
路
城
の
名
を
取
っ
た
）
が
編
成
さ
れ
、
昭
和

二
十
年
三
月
二
十
三
日
に
鶉
野
の
地
を
出
陣
し
て
行
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日
、
第
一
護
皇
白
鷺
隊
の
特
攻
機
が

鹿
児
島
県
串
良
基
地
よ
り
出
撃
し
、
沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
艦
船

に
体
当
た
り
攻
撃
が
か
け
ら
れ
た
。 
 

そ
の
後
の
出
撃
で
白
鷺
隊
六
十
三
名
の
若
人
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
た
。 

 

此
処
に
、
加
西
郡
鶉
野
（
現
加
西
市
鶉
野
町
）
の
地
よ
り

出
撃
し
て
散
華
さ
れ
た
、
姫
路
海
軍
航
空
隊
の
搭
乗
員
の
「
遺 

書
」
を
記
録
し
、
こ
の
事
実
が
風
化
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、

後
世
に
語
り
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

分
隊
長 

海
軍
大
尉 

佐
藤 

清 

大
分
県 

三
十
九
歳 

 

 
 昭

和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
周
辺
に
て
戦
死 

    

  

姫
路
空
宛
御
手
紙
、
基
地
に
て
四
月
一
日
拝
受
、 

感
激
深
く
読
み
ま
し
た
。
今
更
何
お
申
す
事
が
あ

り
ま
せ
う
。 

只
菅
天
壌
無
窮
神
州
不
滅
を
確
認
し
、
必
死
必
中

誓
っ
て
、 

 

皇
恩
に
報
い
郷
恩
に
応
じ
、
家
名
の
全
か
ら
ん

を
欲
し
、 

驕
敵
撃
滅
の
神
機
に
投
ず
る
の
み
。 

 

後
事
は
只
貴
女
様
を
信
じ
、 

何
の
言
う
べ
き
辞
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

御
言
葉
の
生
ま
れ
出
る
赤
ち
ゃ
ん
の
名
は
如
何
。 

男
な
ら 

佐
藤 

勝
利
（
カ
ツ
ト
シ
） 

女
な
ら 

佐
藤 

征
子
（
セ
イ
コ
） 

 

昌
志
や
裕
子
殿
元
気
で
、
素
直
な
立
派
な
日
本
人

に
育
っ
て
お
く
れ
。 

 

ご
一
同
様
の
御
長
久
と
御
隆
昌
を
祈
っ
て
居

り
ま
す
。 

で
は
左
様
な
ら
。 

 

遺 

書 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
少
尉 

湯
川 

俊
輔 

大
阪
府 

二
十
六
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
周
辺
洋
上
に
て
戦
死 

    

二
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り 

色
々
と
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
私
も
皇
孤
高
の
御
楯
と 

な
り
得
る
時
が
来
ま
し
た
。 

元
気
で
征
き
ま
す
。 

一
機
命
中
き
っ
と
皆
さ
ま
の
御
期
待
の 

副
え
る
覚
悟
で
御
座
居
ま
す
。 

 

母
上
ど
う
か
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

大
日
本
帝
国
は
絶
対
に
負
け
る
事
な
く 

ま
す
ま
す
栄
え
る
事
を
信
じ
ま
す
。 

詔
子
を
大
切
に
元
気
に 

そ
だ
て
て
下
さ
い
。 

で
は
こ
れ
で
御
別
れ
致
し
ま
す
。 

で
は
元
気
で
。 

 

十
億
の
人
に
十
億
の
母
あ
れ
ど 

わ
が
母
に
優
る
母
は 

あ
ら
め
や
も
（
源 

実
朝
） 

遺 
書 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
少
尉 

海
田 

茂
雄 

愛
媛
県 

二
十
三
歳 

 

 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
周
辺
洋
上
に
て
戦
死 

  

 

私
比
度
特
別
攻
撃
隊
和
気
部
隊
護
皇
白
鷺
隊

ノ
一
員
ト
シ
テ
攻
撃
ニ
参
加
致
ス
事
ト
成
リ
マ

シ
タ
。 

愛
機
ト
共
ニ
敵
艦
ニ
散
ル
、
武
人
ノ
本
懐
之
ニ

過
グ
ル
ハ
無
シ
ト
心
ヨ
リ
満
足
致
シ
テ
居
リ
マ

ス
。 人

生
二
十
三
年
、
思
エ
バ
何
一
ツ
御
恩
返
シ
ノ

出
来
ナ
カ
ッ
タ
私
デ
ハ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
モ
ト
ヨ

リ
国
ニ
捧
ゲ
タ
体
、
笑
ッ
テ
私
ノ
コ
ト
許
シ
下
サ

イ
。
戦
ハ
益
々
重
大
時
期
ニ
突
入
致
シ
マ
シ
タ
ガ
、

私
ハ
皇
国
ノ
必
勝
を
信
ジ
テ
居
リ
マ
ス
。 

 

後
ニ
続
ク
者
ヲ
信
ジ
テ
居
リ
マ
ス
。
私
ハ
笑
ッ

テ
敵
艦
ニ
体
当
タ
リ
ヲ
致
シ
、
皇
恩
ノ
万
分
ノ
一

ニ
モ
報
ス
ル
覚
悟
デ
ス
。 

日
本
人
ト
生
レ
タ
コ
ト
ヲ
今
日
程
有
難
ク
思

ッ
タ
コ
ト
ハ
有
リ
マ
セ
ン
。 

ミ
タ
ミ
ワ
レ
生
ケ
ル
験
シ
ア
リ 

天
地
ノ
栄
ユ
ル
時
ニ
ア
ヘ
ラ
ク
オ
モ
ヘ
バ 

 
コ
ノ
古
歌
私
ノ
心
ソ
ノ
マ
マ
デ
ス
。 

国
民
学
校
、
中
学
校
、
師
範
学
校
ノ
恩
師
ノ
方
、 

遺 

書 
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親
戚
一
同
、
御
伝
エ
下
サ
レ
度
。
最
後
ニ
家
内
一

同
ノ
御
多
幸
ヲ
御
祈
リ
シ
マ
ス
。 

海
軍
少
尉 
海
田
茂
雄 

 
父
上
様 母上様              

 

 

  

突入寸前のヒメ 315号機 

操縦：海田茂雄少尉 偵察：俵一夢 電信：渡邊與四三 
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第
二
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
少
尉
候
補
生 

福
田 

茂
生 

島
根
県 

二
十
四
歳 

 

 

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日 

沖
縄
周
辺
艦
隊
に
攻
撃
し
戦
死 

    
 

 

い
ざ
行
か
ん
秋
は
来
に
け
り 

 

君
が
代
を
千
代
に
寿
ぎ
若
桜
花 

 

二
十
四
年
間
の
間
、
何
一
つ
と
し
て
為
す
を
得

ず 

只 

徒
に
御
心
配
の
み
御
掛
け
し
ま
し
た
。

大
の
親
不
孝
に
お
許
し
下
さ
い
。
長
々
の
お
世
話

実
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
私
儀
愈
々
日
本
男

児
と
し
て
栄
え
あ
る
帝
国
海
軍
搭
載
員
士
官
と

し
て
、
皇
国
危
急
に
際
、
護
国
の
大
仕
を
双
肩
に

担
っ
て
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
機
能
く
一

艦
を
撃
沈
し
得
る
事
で
あ
り
ま
す
。 

同
じ
一
期
予
備
生
徒
と
し
て
空
の
守
り
を
目

指
せ
る
同
期
生
に
中
よ
り
真
先
に
選
ば
れ
し
身

の
光
栄
を
喜
ん
で
く
だ
さ
い
。
必
ず
や
一
族
の
名

誉
の
た
め
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
や
り
ま
す
。
万

朶
の
桜
と
時
を
同
じ
く
散
っ
て
行
く
の
も
ま
た

最
も
本
懐
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
皇
国
の
千
代 

八
千
代
の
莞
爾
と
し
て
行
き
ま
す
。 

遺 

書 
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未
筆
な
が
ら
御
皆
々
様
の
永
へ
に
御
健
康
を

御
祈
り
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
な
お
御
兄
弟
様
に
は
、

な
に
と
ぞ
御
両
親
様
の
事
を
呉
々
も
御
願
い
致

し
ま
す
。 

茂
生
拝 

 

御
両
親
様 

御
兄
弟
様 

            

 
 

串良基地を出発する特攻機九七式艦上攻撃機 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
少
尉 

大
岩 

虎
吉 

愛
知
県 

二
十
七
歳 

 

 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
艦
船
攻
撃
し
戦
死 

   

敷
島
の
大
和
男
子
の 

名
を
負
ひ
て 

に
ほ
い
ゆ
か
志
き 

花
と
散
ら
ま
し 

 

わ
れ
を
き
く 

愛
欲
苦
悩
の 

ぜ
っ
へ
き
に 

求
め
し
て
し
る 

魂
の
あ
り 

か
を 

 

な
や
み
に
も 

お
の
く
る
し
み
に
も 

さ
か
ら
は
で 

し
る
し
み
な
や
無
は 

世
の
つ
ね 

な
る
か 

和
気
隊
護
皇
白
鷺
隊 

大
岩
虎
吉 

潔
よ
く
櫻
と
共
に 

散
り
ゆ
か
む 

遺 

詠 
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大
和
男
子
の 

名
に
恥
ず
し
て 

妻
子
を
残
し
出
撃
す
る
こ
の
心
境
を
残
さ
れ
た
。 

              

 

 

戦後、加西に来られた大岩少尉の奥様と娘様 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
少
尉 

溝
川 

隆 
兵
庫
県 

二
十
三
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
艦
船
攻
撃
し
戦
死 

   
皇
國
に
生
を
受
け
て
よ
り 

二
十
餘
年
其
の
間
私
の
如 

き
者
の
面
倒
を
見
て
下
さ 

れ
し
事
を
厚
く
御
礼 

申
し
上
げ
候 

隆
は
不
孝
者
で
あ
っ
た 

事
を
許
し
下
さ
れ
度 

死
し
て
孝
養
を
晝
す 

考
へ
に
御
座
候 

敵
艦
沈
め
て 

我
は
生
き
な
む 

必
ず
や
我
々
の
攻
撃
に 

よ
り
帝
國
は
必
勝 

を
期
す
も
の
と
安
心 

致
し
居
り
候 

 

「
唯
詢
國
の
血
潮
あ
り
」 

今
ぞ
私
の
死
す
べ
き
時
と 

思
ひ
て
良
き
死
場
所
を 

得
た
と
喜
び
乍
ら 

私
は
出
て
征
き
ま
す 

遺 

書 
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我
が
死
後
は
我
が
家
は 

憂
い
な
し
と
思
へ
ど 

我
と
一
緒
に
死
ん
で
く
れ
る 

部
下
の
者
の
家
の
事
を 

く
れ
ぐ
れ
も
お
願
ひ
致
候 

 

皆
様 

隆
は
喜
ん
で
死
に
の
ぞ 

み
ま
す 

有
難
き
此
の
皇
國
に
生
を 

受
け
た
事
を
感
謝
致
し 

て
居
り
ま
す 

      
郷
土
『
上
郡
』
よ
り
太
平
洋
戦
争
中
沖
縄
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
に
散
華
し
た
若
者
が
い
た 

海
軍
少
尉 

溝
川 

隆 
  

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
四
月
六
日
、
太

平
洋
戦
争
も
後
半
に
な
り
、
優
勢
を
誇
る
ア
メ
リ

カ
軍
は
沖
縄
に
上
陸
を
敢
行
し
、
わ
が
沖
縄
守
備

軍
で
は
守
り
切
れ
ず
陸
海
軍
の
航
空
部
隊
は
、
身

を
呈
し
て
お
こ
な
う
体
当
た
り
攻
撃
を
行
っ
た
。 

 

兵
庫
県
加
西
市
に
基
地
を
持
つ
姫
路
海
軍
航

空
隊
で
も
、
特
別
攻
撃
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
神
風

特
別
攻
撃
隊
『
護
皇
白
鷺
隊
』
（
国
宝
姫
路
城
の

名
前
を
と
る
）
で
あ
る
。
桜
花
咲
く
こ
の
日
、
沖

縄
海
域
に
展
開
す
る
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
機
動
部
隊

の
艦
船
に
、
飛
行
機
も
ろ
と
も
壮
烈
な
体
当
た
り

攻
撃
を
行
い
十
七
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
若

人
六
十
三
名
が
散
華
さ
れ
た
。 
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こ
の
中
に
は
二
十
二
歳
の
兵
庫
県
赤
穂
郡
上

郡
町
野
桑
出
身
の
溝
川
隆
少
尉
が
い
た
。
教
職
の

身
を
戦
争
の
た
め
海
軍
航
空
隊
に
捧
げ
、
航
空
隊

の
指
揮
官
と
し
て
出
撃
し
、
貴
い
命
が
失
わ
れ
た
。 

 

こ
こ
に
、
彼
の
絶
筆
と
な
っ
た
遺
書
が
戦
後
五

十
七
年
を
経
た
今
年
、
自
宅
の
納
屋
よ
り
発
見
さ

れ
た
。
死
に
直
面
し
た
文
章
を
読
み
、
戦
争
の
渦

中
に
青
春
時
代
を
犠
牲
に
し
た
、
若
人
が
い
た
こ

と
を
知
っ
て
戴
き
、
彼
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
二

度
と
戦
争
の
無
い
平
和
な
日
本
が
続
く
こ
と
を

祈
念
す
る
。 

 

平
成
十
四
年
三
月
二
十
三
日 

 
 

上
谷 

昭
夫 

感
読 

  

                     
 

デバイダーで沖縄までの距離を測定する特攻隊員たち 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
少
尉 

山
田 

鐵
雄 

東
京
都 

二
十
五
歳 

 

 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
周
辺
洋
上
に
て
戦
死 

    

  

家
族
へ
の
便
り 
  

父
上
様 

 
 

 

 

母
上
様 

  

ま
り
子 

  

え
み
子 

  

と
し
子 

 

 

二
十
七
歳
迄
の
大
恩
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

  

桜
花
と
共
に
散
り
ま
す
。 

  

四 
月 

六 

日 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鐵 

雄 

遺 
書 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
少
尉 

小
室 

静
雄 

島
根
県 

二
十
五
歳 

  

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
海
域
に
て
戦
死 

         

鹿
児
島
県
串
良
基
地
に
て
、
母
「
喜
多
」
宛
て 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日
の
手
紙 

 

拝
啓
、
長
ら
く
ご
無
沙
汰
に
打
過
ぎ
申
し
わ
け

あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
初
陣
の
栄
誉
を
得
る
日
が
ま

ゐ
り
、
欣
快
の
た
へ
ま
せ
ん
。
体
当
た
り
を
も
っ

て
先
輩 

関 

中
佐
に
つ
づ
き
ま
す
。
悠
久
の
大

義
を
生
き
る
、
こ
れ
こ
そ
神
風
精
神
で
す
。
二
十

五
歳
の
今
年
ま
で
教
育
し
て
下
さ
っ
た
母
様
を

は
じ
め
、
御
祖
父
様
祖
母
様
、
親
類
の
皆
様
の
御

恩
は
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
伯
父
様
の
い
は
れ
る

「
如
何
に
死
ぬ
べ
き
か
」
と
い
ふ
事
が
理
解
出
来

ま
す
。
今
は
無
の
精
神
で
す
。
こ
の
戦
争
で
海
軍

搭
乗
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
は
、
一
家
一
代
末

代
ま
で
の
栄
誉
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
私
が
戦
争
に

参
加
し
た
か
ら
に
は
死
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
絶

対
に
悲
し
ま
な
い
で
下
さ
い
。
清
子
も
私
の
心
中

は
よ
く
理
解
出
来
る
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。 

出
雲
大
社
も
機
上
か
ら
拝
し
、
隠
岐
も
遠
望
し

ま
し
た
。
母
様
の
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。 

（
串
良
基
地
か
ら
出
撃
、
米
駆
逐
艦
「
ハ
リ
ス
ン
」 

遺 

書 
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号
を
攻
撃
し
て
戦
死
、
小
室
さ
ん
の
機
は
三
人
乗

り
の
九
七
式
艦
上
攻
撃
機
。
同
基
地
か
ら
出
撃
し

た
の
は
九
十
九
機
で
、
全
機
突
入
し
、
基
地
に
は

一
機
も
戻
ら
な
か
っ
た
。
戦
禍
は
撃
沈
六
艦
。
大

破
九
艦
、
損
傷
三
艦
と
言
う
。 

 

出
撃
の
朝
、
機
上
の
小
室
さ
ん
は
毎
日
新
聞
の

阿
部
記
者
が
駆
け
寄
り
「
な
に
か
伝
言
は
？
」
と

尋
ね
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
清
酒
「
酒
見
錦
」
の

包
み
紙
と
鉛
筆
を
差
し
出
し
た
。
小
室
さ
ん
は
次

の
文
章
を
走
り
書
き
し
た
。
） 

 

島
根
県
周
吉
郡
西
郷
町
東
町 

小
室 
喜
多 

殿 
 

「

今

日

 

元

気

デ

征

キ

マ

ス

 

陛

下

万

歳 

草
々 

同
乗
の
副
島
一
飛
行
ト
野
田
二
飛
曹
ノ

遺
族
ノ
方
二
宜
敷
ク
」 

喜
多
さ
ん
は
母
。
こ
れ
が
絶
筆
と
な
っ
た
。
文

中
の
清
子
さ
ん
は
妹
で
す
。 

小
室
静
雄
少
尉
は
北
条
町
の
岡
本
昌
平
様
宅
に

下
宿
さ
れ
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

白鷺隊隊員が胸に着けた識別 
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第
三
護
皇
白
鷺
隊 海

軍
少
尉
候
補
生 

粟
村 

敏
夫  

広
島
県 

二
十
三
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
十
六
日 

沖
縄
周
辺
に
て
戦
死 

    
一
筆
申
上
候 

 

愈
々
敏
夫
も
お
役
に
立
つ
時
が
来
て
こ
ん
な

に
嬉
し
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
ご
心
配
を
か
け
ど
う
し
、
亦
先
立
た
ん
と
し
ま

す
。
お
許
し
下
さ
い
。 

 

敏
夫
死
す
と
聞
か
れ
た
な
ら
、
必
ず
一
艦
を
撃

沈
せ
し
も
の
と
賞
め
て
や
っ
て
下
さ
い
。 

 

兄
上
、
姉
上
、
私
の
代
わ
り
孝
行
を
お
願
ひ
し

ま
す
。   

姉
さ
ん
、
兄
も
何
時
征
く
か
分
か
り
ま
せ
ん
。 

呉
々
も
父
母
と
妹
を
お
願
ひ
し
ま
す
。
先
日
会
へ

て
本
当
に
安
心
し
ま
し
た
。 

文
子
も
戦
局
の
重
大
を
思
ひ
、
日
本
人
と
し
て

の
務
め
を
第
一
に
益
々
御
励
み
下
さ
い
。 

自
分
い
ふ
も
の
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。 

 

ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
女
ら
し
さ
明
る
い
心
、 

す
直
な
美
し
い
心
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
様
に
切
迫
し
て
来
る
と
女
の
務
め
は

愈
々
大
き
く
な
る
ば
か
り
、
負
け
な
い
様
に
強
く

遺 

書 
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な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

貞
ち
ゃ
ん
も
ア
ヤ
ち
ゃ
ん
も
元
気
で
し
っ
か

り
勉
強
す
る
ん
だ
ぞ
。 

  

静
子
姉
さ
ん
に
も
宜
敷
く
、
親
戚
、
ご
近
所
の

方
々
に
も
宜
敷
く
。
皆
様
体
を
大
切
に
、
勝
つ
ま

で
は
大
事
な
体
で
す
。 

 

私
も
勝
つ
日
ま
で
は
幾
回
と
な
く
生
ま
れ
か

は
り
、 仇敵

撃
滅
に
突
撃
し
ま
す
。 

 

操
縦
員 

山
田  
眞 

一
飛
曹 

指
導
官 

粟
村 
敏
夫 

少
尉
候
補
生 

電
信
員 

大
谷 

康
佳 

二
飛
曹 

 
 

    

 

大阪護国神社に安置された 

第一期飛行専修予備生徒の慰霊碑 
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第
二
護
皇
白
鷺
隊 海

軍
少
尉
候
補
生 

野
元 

純 
長
崎
県 

二
十
三
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日 

沖
縄
周
辺
に
て
戦
死 

    
父
様 

母
様 

  

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
乱
筆
に
て
失
礼
し

ま
す
。
何
も
申
し
上
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

最
後
の
最
後
ま
で
選
抜
さ
れ
て
元
気
で
出
撃
で

す
。 僚

機
は
既
に
出
撃
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
飛
行
機

の
蓋
の
上
で
書
い
て
い
ま
す
。 

誰
に
恨
ま
れ
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
特
に
喜
ば
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
常
と
何
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
平
常
の
心
の

ま
ま
で
落
着
い
て
突
込
む
覚
悟
で
す
。 

永
い
間
本
当
に
種
々
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

何
と
言
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
て
よ
い
や
ら
分

か
り
ま
せ
ん
。
海
山
よ
り
も
高
い
御
恩
は
突
込
む

こ
と
に
よ
り
、
必
ず
御
報
い
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。 

宏
三
、
茂
三
の
勉
強
を
呉
々
も
御
願
い
致
し
ま
す
。 

 

人
生
に
勉
強
を
抜
い
た
ら
何
も
残
り
ま
せ
ん

こ
と
は
確
か
で
す
。
ぼ
ん
や
り
す
る
時
間
を
、
で

き
る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う
教
育
し
て
下
さ
い
。 

姉
様
は
何
も
心
配
事
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

遺 

書 
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本
当
に
安
心
し
て
征
け
ま
す
。
凡
て
は
父
様
母

様
の
お
陰
で
す
。 

私
も
突
込
む
こ
と
に
よ
り
幾
分
で
も
祖
先
に
報

い
ら
れ
れ
ば
満
足
で
す
。 

 
平
常
と
何
等
変
わ
ら
ぬ
こ
と
気
持
ち 

國
を
思
う
と
同
じ
か
る
ら
ん 

 

で
は 

さ
よ
う
な
ら 

  

急
命
に
よ
り
○
○
（
鹿
児
島
県
串
良
）
追
出
し
、

明
日
の
出
撃
を
聴
き
感
新
な
り
。
俺
が
来
た
た
め

〇
候
補
生
が
攻
撃
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
除
か
れ
た
。 

気
の
毒
に
堪
え
ず
、
悲
喜
交
々
と
は
こ
の
事
か
。

人
間
何
時
か
は
死
す
も
の
な
り
。 

死
期
を
選
ぶ
に
運
命
以
上
の
も
の
あ
り
。
明
日
こ

そ
は
腕
に
自
信
あ
り
、
力
の
限
り
敵
艦
に
突
込
み
、

護
国
の
大
任
を
完
う
せ
ん
。
中
西
兄
と
も
遂
に
別

れ
る
時
が
来
た
。 

会
者
定
離
、
更
に
未
練
な
し
。 

 

二
月
末
特
攻
隊
編
成
さ
れ
て
以
来
訓
練
を
重

ね
、
漸
く
出
撃
を
得
ま
し
た
。 

出
撃
に
当
た
り
「
死
を
急
ぐ
な
」
等
の
言
葉
を
よ

く
受
け
ま
し
た
が
、
凡
て
天
命
で
す
。 

私
の
信
ず
る
道
に
向
か
っ
て
突
進
し
ま
す
。 

 

こ
の
二
十
余
年
の
長
い
間
、
本
当
に
種
々
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。 

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
十
五
年
間
の
学
校

生
活
が
今
こ
そ
実
を
結
び
ま
す
。 

皇
国
の
有
難
さ
を
つ
く
づ
く
と
身
に
感
じ
ま
す
。

搭
乗
員
で
あ
る
私
の
こ
の
気
持
ち
が
本
当
に
判

っ
て
戴
け
る
と
信
じ
て
、
明
日
の
功
績
を
期
し
て

い
ま
す
。 

 

些
か
急
で
し
た
の
で
、
親
戚
、
恩
師
、
親
友
。

す
べ
て
に
出
状
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
折
あ
り
次
第

に
各
位
に
出
状
御
挨
拶
を
御
願
い
し
ま
す
。 

 
姫
路
海
軍
航
空
隊 

九
七
式
艦
上
攻
撃
機
（
ヒ
メ
三
四
一
号
機
） 

操
縦
員 

野
元 
純 
少
尉
候
補
生 

指
揮
官 

菅
田 
三
樹
雄 

少
尉
候
補
生 

電
信
員 
澤
田 
久
男 

二
飛
曹 
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第
二
護
皇
白
鷺
隊 海

軍
少
尉
候
補
生 

菅
田 

三
樹
雄 

岩
手
県 

二
十
一
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日 

沖
縄
周
辺
に
て
戦
死 

    

   

出
撃
に
当
た
り
一
筆
申
上
げ
ま
す
。 

戦
局
益
々
重
大
頭
の
秋
、
特
攻
隊
の
一
員
と
し

て
選
ば
れ
ま
し
た
事
、
男
子
の
本
懐
、
こ
れ
に
勝

る
も
の
無
く
、
只
々
勇
往
邁
進
あ
る
の
み
で
あ
り

ま
す
。 過日

戦
友
に
依
頼
し
、
少
額
の
金
銭
と
時
計
を

お
送
り
致
し
ま
し
た
故
、
御
受
納
下
さ
い
。 

 

一
、 

私
事
な
し 

二
、 

女
事
無
し 

三
、 

借
用
金
品
無
し 

 
母
上
様
、
兄
上
様
、
妹
よ
、
私
は
た
だ
大
君
国

の
為
、
一
身
を
さ
さ
げ
る
。 

皇
国
を
し
て
隆
盛
の
礎
た
ら
ん
こ
と
の
み
胸

一
杯
な
り
。 

母
上
様
は
病
身
が
ち
な
ら
ば
、
く
れ
ぐ
れ
も
御
健

康
に
御
留
意
の
程
を
。 

 

遺 

書 
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姫
路
海
軍
航
空
隊 

九
七
式
艦
上
攻
撃
機
（
ヒ
メ
三
四
一
号
機
） 

操
縦
員 

野
元 
純 
少
尉
候
補
生 

指
導
官 

菅
田 
三
樹
雄 
少
尉
候
補
生 

電
信
員 

澤
田 
久
男 
二
飛
曹 

               

                    

第一期飛行専修予備生徒 

姫路空卒業写真 
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第
二
護
皇
白
鷺
隊 海

軍
二
等
飛
行
兵
曹 

椎
根 

茂 
東
京
都 

二
十
一
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日 

徳
之
島
沖
に
て
戦
死 

    
昭
和
二
十
年
四
月
三
日
記 

 

気
の
せ
く
儘
に
乱
筆
に
て
断
片
的
に
私
の
現

在
の
心
境
を
書
き
遺
し
ま
す
。 

 

私
此
の
世
に
生
を
享
け
二
十
有
一
年
、
御
両
親

様
の
一
方
な
ら
ぬ
慈
愛
の
も
と
私
は
、
今
に
至
る

迄
日
本
一
の
幸
福
者
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

 

飜
つ
て
戦
局
を
見
る
に
、
敵
は
有
り
余
る
へ
意

欲
と
物
資
に
物
を
言
は
せ
、
遂
に
迄
魔
の
手
を
延

ば
し
て
来
ま
し
た
。 

 

三
千
年
の
光
輝
あ
る
歴
史
を
有
す
る
大
日
本

帝
国
未
曾
有
の
國
難
に
、
私
は
特
攻
隊
を
志
願
致

し
ま
し
た
。
一
切
の
私
心
を
捨
て
て
、
悠
久
の
大

義
に
生
き
ま
す
。
私
此
の
期
に
及
び
只
一
つ
心
残

り
は
今
迄
私
は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
只
一
度

も
安
心
せ
し
め
た
事
な
く
、
親
孝
行
の
模
倣
だ
に

出
来
ず
に
散
る
の
が
残
念
で
す
。 

 

而
し
、
私
は
立
派
な
手
柄
を
樹
て
て
死
ん
で
見

せ
ま
す
。
和
気
隊
白
鷺
隊
の
戦
果
が
新
聞
に
出
た

時
は
私
が
真
先
に
突
込
ん
で
行
っ
た
と
思
っ
て

下
さ
い
。 

遺 

書 
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私
も
最
後
の
親
孝
行
と
し
て
椎
根
家
の
名
誉

と
し
て
驕
敵
米
兵
数
千
と
、
船
一
隻
を
必
ず
太
平

洋
の
藻
屑
と
し
て
見
せ
ま
す
。 

又
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
お
わ
び
し
た
い
の

は
私
最
近
家
へ
手
紙
一
本
も
出
さ
ず
、
永
い
間
御

無
沙
汰
し
た
事
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
申
し

訳
無
い
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
小
生
未
だ
意

志
薄
弱
の
為
か
、
家
よ
り
情
愛
の
こ
も
っ
た
手
紙

を
戴
く
と
、
私
の
心
が
何
故
か
ぐ
ら
つ
く
の
を
覚

え
申
訳
無
し
と
思
い
居
り
ま
し
た
が
… 

そ
れ
か
ら
私
姫
路
空
に
居
り
ま
し
た
時
、
下
宿

の
人
に
一
方
的
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
下
宿
の
人
た
ち
を
本
当
の
叔
父
さ
ん
、
叔
母

さ
ん
の
様
に
居
り
ま
し
た
。
何
卒
礼
状
の
一
本
で

も
出
し
て
置
い
て
下
さ
い
。 

 

下
宿
の
叔
父
さ
ん
、
叔
母
さ
ん
の
住
所 

兵
庫
県
加
西
郡
北
条
町
横
尾 

 

藤
原
淳
治
様 

兄
さ
ん
、
姉
さ
ん
八
重
子
等
に
も
、
書
き
残
し
度

い
事
も
少
し
有
り
ま
す
が
、
急
ぎ
ま
す
か
ら
…
只

兄
さ
ん
は
立
派
な
体
に
な
っ
て
私
の
分
迄
孝
行

を
し
て
下
さ
い
。
さ
よ
う
な
ら 

四
月
三
日
、 

 

私
の
突
込
む
時
は
必
ず
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

と
叫
ん
で
突
込
み
ま
す
。 

 

御
両
親
様 

 

茂
よ
り 
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第
三
護
皇
白
鷺
隊 海

軍
二
等
飛
行
兵
曹 

大
谷 
康
佳 

香
川
県 

二
十
三
歳 

  

昭
和
二
十
年
四
月
十
六
日 

南
西
諸
島
方
面
に
て
戦
死 

         
家
族
宛 

昭
和
二
十
年
四
月
五
日  

 

父
母
並
ニ
兄
弟
、
諸
先
生
ノ
御
恩
ニ
感
謝
ス
ル
。

父
母
ニ
ハ
何
ノ
孝
行
モ
セ
ズ
死
ン
デ
行
キ
マ
ス
。

此
ノ
死
ハ
決
シ
テ
犬
死
ニ
ハ
シ
ナ
イ
覚
悟
デ
ス
。

敵
ノ
空
母
ニ
体
当
シ
テ
見
セ
マ
ス
。 

何
時
迄
モ
神
州
ヲ
護
リ
マ
ス
。 

今
、
敬
子
ヨ
リ
送
ッ
テ
モ
ラ
ッ
タ
千
人
針
モ
腹
ニ

シ
ッ
カ
リ
ト
巻
イ
テ
イ
マ
ス
。 

 

又
、
敬
子
手
製
ノ
フ
ラ
ン
ス
人
形
モ
私
ノ
飛
行

機
ニ
乗
ッ
テ
敵
空
母
ニ
体
当
タ
リ
致
シ
マ
ス
。 

先
日
モ
一
ノ
宮
ノ
上
空
ヲ
通
リ
マ
シ
タ
。
ソ
ウ
シ

テ
皆
ノ
健
在
ヲ
祈
リ
ナ
ガ
ラ
此
ノ
地
ニ
来
マ
シ

タ
。 今ト

ナ
ッ
テ
ハ
思
ヒ
残
ス
事
ハ
何
モ
在
リ
マ
セ

ン
。
我
ガ
死
ネ
バ
今
迄
ノ
不
幸
モ
許
テ
下
サ
ル
ト

思
ヒ
マ
ス
。 

 

祖
父
母
、
父
母
、
姉
、
妹
ニ
ヨ
ロ
シ
ク
。 

丁
度
私
ノ
分
隊
ニ
池
西
ノ
栗
永
ト
言
フ
人
ガ
ヰ

ル
故
、
イ
ロ
イ
ロ
ノ
事
は
此
ノ
人
に
タ
ズ
ネ
ラ
レ

タ
シ
。 

遺 

書 



32 

 

 
昭
和
二
十
年
四
月
五
日 

宇
佐
空
に
て 

和
気
隊
白
鷺
隊 

大
谷
康
佳 

 
昭
和
二
十
年
四
月
五
日
に
、
特
攻
隊
と
し
て
出
撃

し
た
が
生
還
、
一
通
遺
書
を
し
た
た
め
、
同
日
戦

死
し
た
。 

 

九
月
十
三
日
付
で
、
一
飛
曹
に
進
級
、
二
十
一
年

二
月
七
日
付
で
、「
生
前
の
武
功
抜
群
」
に
よ
り
、

海
軍
少
尉
に
特
別
任
用
さ
れ
た
。 

操
縦
員 

山
田
眞
一
等
飛
行
兵
曹 

偵
察
員
指
揮
官 

粟
村
敏
夫
少
尉
候
補
生 

    

遺
書
の
中
に
栗
永
さ
ん
の
お
名
前
が
出
て
い

ま
す
が
、
甲
飛
十
三
期
の
栗
永
照
彦
二
等
飛
行
兵

曹
で
同
じ
く
姫
路
空
よ
り
特
別
攻
撃
隊
と
し
て

出
撃
す
れ
ど
生
還
。 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
二
等
飛
行
兵
曹 

三
井 

傳
昌 

山
梨
県 

二
十
一
歳 

 

 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
周
辺
艦
船
攻
撃
に
て
戦
死 

  

 

  

 
 

大
君
に
尽
く
す
に 

道
は
数
あ
れ
ど 

何
に
た
と
へ
ん 

今
日
の
嬉
し
さ 

  

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

 

姫
路
海
軍
航
空
隊 

九
七
式
艦
上
攻
撃
機
一
一
型
八
〇
〇
キ
ロ
爆
装 

一
二
・
四
五 

鹿
児
島
県
串
良
基
地
発
進 

 

遺 

詠 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 海

軍
二
等
飛
行
兵
曹 

藤
村 

勉 
広
島
県 

二
十
三
歳 

  

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
周
辺
に
て
戦
死 

         

   

遺
書
な
し 

遺
言
な
し 

 

神
州
の
不
滅
を
信
じ 

己
が
本
分
に
邁
進
し 

悠
久
の
大
義
に
生
く 

さ
く
桜 

風
に
ま
か
せ
て
散
り
ゆ
く
も 

己
の
道
ぞ 

顧
み
は
せ
じ 

   
姫
路
海
軍
航
空
隊 

九
七
式
艦
上
攻
撃
機
（
ヒ
メ
三
四
五
号
機
） 

指
揮
官 

林
田  

直 

少
尉 

操
縦
員 

山
田 
静
夫 

二
飛
曹 （予

備
練
十
四
期
） 

電
信
員 

藤
村  
勉 

二
飛
曹 

 

遺 
詠 
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第
二
護
皇
白
鷺
隊 海

軍
二
等
飛
行
兵
曹 

富
樫 

幸
夫 

 

兵
庫
県 

二
十
一
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日 

徳
之
島
沖
に
て
戦
死 

    
御
父
上
様 

 

小
生
此
の
度
、
神
風
特
別
攻
撃
隊
員
に
任
ぜ
ら

れ
男
子
の
本
懐
之
に
過
ぎ
た
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
出
撃
致
し
ま
し
た
な
ら
ば
敵
空
母
に
特
攻

致
し
空
母
諸
共
沖
縄
の
海
底
に
、
沈
む
覚
悟
で
御

座
居
ま
す
。 

 

身
は
海
底
に
沈
む
と
も
魂
は
必
ず
生
き
て
神

国
を
護
っ
て
居
り
ま
す
。 

悠
久
の
大
義
に
生
き
ん
。 

御
身
大
切
に
。 

 
御
母
上
様 

 

此
の
冩
眞
は
上
海
、
青
島
、
姫
路
、
宇
佐
、
串

良
の
各
航
空
隊
基
地
に
於
い
て
私
の
胸
に
抱
い

て
一
所
に
飛
行
作
業
を
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
行
き
ま
す
か
ら
御
返
し
致
し
ま
す
か
ら 

遺 

詠 
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御
受
取
下
さ
い
、
私
の
身
を
よ
く
御
守
り
下
さ

い
ま
し
て
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。 

家
に
着
い
た
な
ら
ば
私
の
冩
眞
と
一
所
に
置
い

て
下
さ
い
御
願
致
し
ま
す
。 

  

私
は
何
も
思
ひ
の
こ
す
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
生
前
の
不
幸
御
許
下
さ
い
。
御
元
気
で
御
暮
し

下
さ
い
ま
せ
。 

 

姫
路
海
軍
航
空
隊 

九
七
式
艦
上
攻
撃
機
（
ヒ
メ
三
二
九
号
機
） 

操
縦
員 

椎
根 
 

茂 

二
飛
曹 

偵
察
員 

宮
本 

智
也 

少
尉
候
補
生 

電
信
員 

富
樫 

幸
夫 

二
飛
曹 

四
月
十
二
日
出
撃
前
記
す 

 
上
海
海
軍
航
空
隊
時
代
の
同
期
生 

 

左
：
富
樫 

幸
夫
二
飛
曹
（
明
石
出
身
） 

中
：
高
倉 

粂
作
二
飛
曹
（
加
古
川
出
身
）
生
存 

 

第
三
十
八
期
飛
行
術
練
習
生
の
仲
良
し
三
人
で

上
海
の
写
真
館
で
撮
影
し
た
、
最
後
の
写
真
。 

 
 

写真提供：高倉粂作 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 

海
軍
二
等
飛
行
兵
曹 

渡
邊 

與
四
三 

北
海
道 

二
十
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
周
辺
洋
上
に
て
戦
死 

     

    

益
々
元
気
。
戦
況
は
新
聞
を
見
る
通
り
。 

懐
か
し
い
同
期
生
も
残
り
少
し
。
渇
望
の
秋
到
来
。 

雌
伏
一
年
半
ぼ
快
腕
を
振
る
う
の
み
。 

  

御
両
親
様 

 

與
四
三
、
只
今
出
撃
し
ま
す
。
思
い
残
る
も
の

一
つ
も
な
し
。
私
ご
と
き
も
の
の
死
生
、
問
題
と

す
る
に
足
ら
ず
。 

 

我
、
任
務
さ
え
全
う
す
る
こ
と
で
き
れ
ば
本
懐

な
り
。
神
州
絶
対
不
滅
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。 

  
御
両
親
様 

 

義
郎
の
霊
魂
も
共
に
征
か
ん 

  

遺 

書 
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第
一
護
皇
白
鷺
隊 海

軍
二
等
飛
行
兵
曹 

小
林 

昭
二
朗 

東
京
都 

二
十
歳 

 
 

昭
和
二
十
年
四
月
六
日 

沖
縄
周
辺
艦
船
攻
撃
に
て
戦
死 

            
散
り
ぎ
は
桜
の
ご
と
く
あ
れ
か
し
と 

祈
る
は
歩
に
そ
常
心
な
り    

 
  

遺 
詠 
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帰着 
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帰着  
帰着 
帰着 
帰着 



41 

 

                    
 この攻撃を似て姫路海軍航空隊の飛行機は２１機突入し、６３名の尊い生命が失われた。 

そして、姫路海軍航空隊の名称も昭和２０年５月５日を似て無くなった。   
姫路海軍航空隊 司令 露木 専治大佐 不時着  
帰着  
帰着 
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お
わ
り
に 

  

動
の
昭
和
は
終
わ
り
、
先
の
戦
争
を
反
省
し
た
平
成
も
間
も
な
く
終
わ

る
。
平
和
の
日
本
を
信
じ
つ
つ
彼
ら
は
沖
縄
の
海
に
、
空
に
若
き
命
を
散

ら
し
た
。
命
の
大
き
な
重
み
で
あ
る
。
次
元
の
違
う
若
人
た
ち
は
今
の
価

値
観
で
彼
ら
を
批
判
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
愛
す
る
祖
国
に
残
し
た

親
、
兄
弟
の
事
を
思
い
ひ
た
す
ら
国
を
守
ろ
う
と
し
た
。
再
び
戦
争
の
惨

禍
が
な
い
こ
と
を
祈
り
、
遠
い
雲
の
彼
方
か
ら
彼
ら
は
祈
っ
て
い
る
。
今

の
平
和
な
鶉
野
の
台
地
の
風
景
を
、
彼
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
遺
書
は
姫
路
海
軍
航
空
隊
白
鷺
隊
隊
員
た
ち
の
最
後
の
叫
び
と
し

て
、
後
世
に
書
き
遺
し
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
、
平
和
な
日
本
の
国

が
続
く
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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